
県施策への反映状況

（１）「課題解決型」図書館の取組に対する評価
【提案①】図書館の取組についてのより効果的な情報発信

1

ＳＮＳを活用し、
利用者の目に
留まるような方
法での情報発
信を行う

図書館に対して親近感を持ってもらえるように、イベントの
開催情報だけでなくその過程を含めて投稿を行うなど図
書館の活動を見える化したり、効果的なＬＩＮＥ等の活用方
法を検討する。

■クリスマスや夏休み前の児童図書室の飾りつけのような
カウントダウン的要素のある業務、図書館ツアーや蔵書点
検のような普段見ることのできない業務などの様子につい
て、ＳＮＳで積極的に発信する。
■図書館情報にアクセスしてもらいやすいよう掲示物やチラ
シへのＱＲコード掲載を継続する。

2

ターゲットごとに
発信の方法を
工夫する

サービスを利用してほしい層に向け、表現や掲示場所を
工夫して情報発信する。

■高齢者を対象とした音読教室のケーブルテレビによる放
映と制作動画のホームページでの配信、視覚障がい者を想
定したラジオによる情報発信を実施する。
■新たに「居場所としての図書館を考える講演会」及び「サ
ポートの必要な家庭の現在を知り、協働するための意見交
換会」を開催する。

【提案②】地域格差を補う取組の強化

3

オンライン会議
システムを活用
し、距離的格差
を図書館のネッ
トワークで補う

市町村立図書館と県立図書館をオンライン会議システム
で接続することにより、県立図書館の顔が見えるような関
係を構築する。

■市町村立図書館や学校図書館等との連携や支援を強化
するため、令和３年度中にオンライン会議システム（専用環
境）を整備した。

4

電子図書の導
入について、法
令や他県等の
状況を踏まえて
検討する

距離の問題やコロナ禍による外出自粛の状況、また障害
者差別解消法、読書バリアフリー法などの施行を受け、費
用対効果の観点も念頭に置きつつ、公共施設として図書
館が果たすべき役割を見据えながら、オンライン上で電子
図書を借りることが可能な仕組みについて検討を重ねて
いく。

■地方出版物のデジタル化については、令和４年度から協
議会を開催し、地域資料の保存・蓄積・公開を進めるための
検討を行うこととしており、令和４年１月には、県内の出版社
等と県外の先進地をオンラインでつないだ勉強会を開催し
た。
■電子書籍についても、令和３年度中に事業者との協議を
開始し、導入に係る課題整理等を始めた。

【提案③】交流の場・アイデア創造拠点としての場の提供

5

オンライン会議
システムの活用

図書館にオンライン会議の環境を整備することで、気軽に
オンライン会議システムを活用し離れた場所にいる人と交
流することができる。

■市町村立図書館や学校図書館等との連携や支援を強化
するため、令和３年度中にオンライン会議システム（専用環
境）を整備した。

6

対面での議論
が可能な環境、
勉強や仕事が
行えるような機
能を備えた場の
整備

＜具体例＞
・静かに読書をする空間とは別に、喋ってもよい空間を整
備することで、アイデア創造のための議論の場を提供す
る。
・併設された喫茶スペースを活用し、飲み物を飲みながら
読書や勉強、仕事に取り組めるようにする。

■新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、小研修室の
開放を試行的に実施する予定としている。
■「すなば珈琲」と連携して、同店に展示している当館の図
書を読みながら飲食したり、議論したりする空間を創出す
る。

7

プッシュ型支援
を推進し、課題
解決を後押しす
る

健康増進や就職活動など、課題を抱えている人にター
ゲットを絞り、課題解決を後押しするような支援やイベント
を行う。

様々な課題を抱える方の課題解決や支援のため、以下の事
業等を実施する。
■正しい情報を選択し使いこなす重要性の普及啓発を目的
とした感染症専門家による講演会
■視覚障がい者等に対するサービス提供のための環境整
備とサービスの拡充、読書バリアフリーの啓発
■高齢者を対象とした「情報活用講座」
■ケーブルテレビによる音読教室の放映と制作動画のホー
ムページでの配信

県政モニターからの提案

（２）図書館が今後取り組むべき社会的課題（＝今後、県立図書館に
期待すること）

県政モニターからの提案に対する県施策への反映状況
（「課題解決型」図書館の取組に対する評価及び今後取り組むべき社会的課題）



【提案④】子どもの人材育成の場・子どもが集まる場としての機能の強化

8

児童の教育支
援や居場所とし
て、子どもや親
子連れが訪れ
たくなるようなイ
ベントを充実さ
せる

子ども向けの工作イベント等を継続実施するほか、子の
親も図書館を訪れたくなるようなイベントを充実させ、より
多くの子どもの来館を促進する。また、これらの図書館の
利用促進に応じた取組により、図書館や本に触れ合うきっ
かけにしてもらう。

■新型コロナウイルスの状況を見ながら、託児サービスを実
施する予定である。

8

地域に伝わる
昔話や歴史を
子どもたちに伝
承する

歴史の本や昔話集など既存のツールを活用し、昔話の伝
承や鳥取県の歴史を子どもたちに伝えていく。

■「鳥取県に伝わる昔話を聞く会」を月１回開催するととも
に、収録した動画を「とっとりデジタルコレクション」で公開す
る。
■館内で配布及し、ホームページにも掲載している『郷土学
習ガイドの「伝説・民話について調べよう！」』を更新する。
■「鳥取の昔話」を紹介する展示を行うとともに、市町村立
図書館や学校図書館への情報提供を行う。

【提案⑤】知識の情報拠点としての図書館の展望

9

蔵書の検索シ
ステムの更新に
合わせて、より
精度や利便性
の高いシステム
づくりに取り組
む

＜具体例＞
・多様な検索機能を備えたシステムの開発

10

県内の発刊物
が効率的に収
集できるような
仕組みを構築
する

県内で発刊された図書等をできる限り収集して提供するこ
とが図書館に期待されるため、今後の展望として提案す
る。


